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【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
の
ミ
ズ
ナ
は
、
独
立
し

て
統
計
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
２
０
０
４
年
。
最
初
に
出
て
き
た

単
独
統
計
は
年
間
７
２
４
０
㌧
と
い

う
規
模
で
、
ア
ス
パ
ラ
、
エ
ダ
マ
メ
よ
り
多
く
、

シ
ョ
ウ
ガ
、
レ
ン
コ
ン
と
同
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。

そ
れ
が
順
調
に
伸
び
て
2
年
後
の
06
年
に
は

９
３
０
０
㌧
。
同
じ
葉
物
類
の
小
松
菜
や
ニ
ラ

に
肉
薄
し
、
1
万
㌧
も
射
程
内
と
い
う
勢
い
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
年
を
ピ
ー
ク
に
以
降

は
漸
減
傾
向
に
転
じ
、
19
年
に
は
06
年
か
ら
32

％
も
減
り
、
単
価
も
7
％
安
く
な
っ
た
。

【
背
景
】

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
ミ
ズ
ナ
は
新
品
目
で
は

な
い
。
関
東
で
は
あ
ま
り
人
気
の
な
か
っ
た
従

来
の
大
株
の
も
の
で
は
な
く
、
東
京
青
果
が

「
サ
ラ
ダ
水
菜
」
と
し
て
茨
城
の
促
成
農
家
に

依
頼
し
、
若
ど
り
で
パ
ッ
ク
さ
れ
た
新
し
い
サ

ラ
ダ
食
材
と
し
て
開
発
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
ク
セ
の
な
い
食
感
が
鍋
に
も
向
い

て
い
る
と
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
地
位
を
奪
う
か
の

よ
う
に
伸
長
し
た
が
、
な
ぜ
か
失
速
し
て
し
ま

っ
た
。
3
分
の
1
も
減
っ
た
の
に
、
1
割
弱
、

単
価
を
下
げ
て
し
ま
う
。
新
し
い
品
目
は
ど
う

し
て
も
底
が
薄
い
の
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

き
っ
か
け
は
と
も
か
く
、
生
産
、
出
荷
が
急

成
長
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
わ
た
れ
ば
、
主

婦
が
手
に
取
る
頻
度
は
高
ま
る
。
鍋
の
具
材
と

し
て
従
来
か
ら
の
不
動
の
地
位
だ
と
見
ら
れ
て

い
た
シ
ュ
ン
ギ
ク
は
、
子
供
に
は
ク
セ
の
強
い

野
菜
と
し
て
敬
遠
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

代
替
と
し
て
ミ
ズ
ナ
を
使
う
と
、
ク
セ
が
な
い

か
ら
子
供
も
食
べ
る
。
し
か
し
、も
と
も
と“
ク

セ
の
な
い
野
菜
”
と
し
て
普
及
し
た
だ
け
に
、

歯
ご
た
え
が
い
い
だ
け
で
味
が
あ
る
わ
け
で
も

な
い
ミ
ズ
ナ
は
、
飽
き
ら
れ
る
の
も
ま
た
早
か

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
シ
ュ
ン
ギ
ク
は
、
す
で

に
平
成
の
初
め
に
は
年
６
０
０
０
㌧

程
度
の
入
荷
が
あ
っ
た
が
、
06
年
に
は

す
で
に
4
割
も
減
っ
て
お
り
、
そ
こ
か

ら
19
年
に
か
け
て
は
さ
ら
に
48
％
も
減
っ
た
。

実
に
平
成
時
代
初
め
と
令
和
に
代
わ
る
ま
で

の
30
年
間
で
、
7
割
近
く
減
っ
た
こ
と
に
な

る
。
減
っ
た
こ
と
で
06
年
対
19
年
で
は
65
％
も

高
く
な
っ
た
が
、
平
成
の
始
ま
り
ご
ろ
と
比
べ

る
と
、
単
価
は
2
・
5
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
19
年
の
２
０
０
０
㌧
を
切
る
入
荷
量

に
ま
で
減
る
と
、
上
位
50
に
も
入
ら
な
い
。

【
背
景
】

　

シ
ュ
ン
ギ
ク
は
平
成
の
時
代
が
下
る
に
従

っ
て
入
荷
が
減
り
、
そ
の
分
、
単
価
は
高
く
な

っ
た
。
平
成
元
年
の
１
９
８
９
年
と
06
年
で
は

単
価
が
1
・
5
倍
に
な
っ
て
い
る
し
、
06
年
対

19
年
で
は
1
・
6
倍
だ
。
ミ
ズ
ナ
の
よ
う
に
、

半
分
に
減
っ
て
も
さ
ら
に
1
割
弱
安
く
な
っ

て
し
ま
う
品
目
と
違
い
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
特
徴

は
や
は
り
和
食
の
食
材
と
し
て
の
底
堅
さ
を

持
っ
て
い
る
。
役
割
は
、
和
食
と
い
う
“
伝
統

芸
能
”
の
し
っ
か
り
と
し
た
名
脇
役
で
あ
る
。

入
荷
が
２
０
０
０
㌧
を
切
っ
た
い
ま
、
放
置
す

る
と
“
絶
滅
”
の
危
機
さ
え
あ
る
。

【
今
後
の
対
応
】

　

シ
ュ
ン
ギ
ク
は
和
食
を
構
成
す
る
重
要
な
食

材
で
あ
り
、
日
本
の
食
文
化
と
と
も
に
生
き
残

っ
て
き
た
。西
の
食
を
支
え
る
市
場
の
ひ
と
つ
、

大
阪
市
中
央
市
場
本
場
の
統
計
（
大
阪
市
の
人

口
は
約
２
７
０
万
人
）
で
は
シ
ュ
ン
ギ
ク
（
き

く
な
）
は
19
年
に
は
４
３
５
㌧
、
単
価
は
５
６

５
円
。
九
州
を
代
表
す
る
食
の
都
、
福
岡
市
中

央
市
場
（
福
岡
市
人
口
約
１
６
０
万
人
）
の
シ

ュ
ン
ギ
ク
は
４
７
４
㌧
、
単
価
は
６
１
９
円
で

あ
る
。
東
京
市
場
の
シ
ュ
ン
ギ
ク
は
、
業
務
用

需
要
の
強
い
引
き
で
単
価
が
高
す
ぎ
、
家
庭
で

は
買
え
な
い
食
材
に
な
っ
て
い
る
。

ミズナ
２
０
０
６
年
に
１
万
㌧
に
迫
る
が
以
降
減
に
、

ク
セ
の
な
さ
が
普
及
に
も
衰
退
に
も
連
関

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2008年数量 2019年数量
2008年単価 2019年単価

2008年  9,303t／382円
2019年  5,749t／356円
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シュンギク
平
成
時
代
に
7
割
減
っ
て
単
価
は
2
・
5
倍
、

関
東
の
食
文
化
崩
壊
を
招
く
深
刻
事
態
に

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2008年数量 2019年数量
2008年単価 2019年単価

2008年　3,681t／456円
2019年　1,909t／755円
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葉
物
野
菜
の

役
割
分
担
は
変
わ
っ
た
か

野菜生産者のための相場研究第284 回

葉
物
野
菜
は
、
業
務
用
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
需
要
で
も
根

強
い
品
目
群
で
あ
る
。
ど
こ
の
地
方
に
行
っ
て
も
、
地
場
独

自
の
伝
統
野
菜
的
な
葉
物
野
菜
が
あ
る
が
、
や
は
り
全
国
的

に
見
て
も
ホ
ウ
レ
ン
草
、
小
松
菜
は
常
に
主
役
を
張
っ
て
い

る
感
が
あ
る
。
た
だ
し
、
葉
物
と
し
て
の
購
買
の
中
心
は
こ

の
主
要
2
品
目
だ
と
し
て
も
、
様
々
な
準
主
役
、
補
完
品
目

が
あ
る
。
そ
れ
は
「
葉
物
」
と
い
う
大
き
な
需
要
の
括
り
を

支
え
る
、
重
要
な
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
で
あ
り
、
用
途
別
で
は

欠
か
せ
な
い
も
の
や
、
代
替
が
利
く
品
目
、
新
し
く
登
場
し

て
は
消
え
て
い
く
品
目
群
も
含
ま
れ
る
。
と
く
に
葉
物
野
菜

は
大
型
野
菜
に
比
べ
生
育
期
間
が
短
く
て
済
む
た
め
、
や
り

直
し
や
蒔
き
直
し
が
で
き
る
身
軽
さ
が
武
器
で
あ
る
。
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軟
弱
物
で
も
全
国
か
ら
10
年
余
で
15
％
増
、

1
万
㌧
超
え
視
野
に
葉
物
野
菜
の
出
世
頭
に

【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
の
小
ネ
ギ
を
04
年
と

19
年
を
対
比
し
て
み
る
と
、
入
荷
は
11

％
減
で
単
価
は
7
％
下
げ
て
い
る
。
こ

の
15
年
間
の
ス
パ
ン
で
見
て
い
る
の

に
、
こ
の
振
れ
幅
か
ら
は
あ
ま
り
意
味
が
見
え

な
い
。
こ
の
程
度
の
揺
れ
は
年
単
位
で
起
き
る

こ
と
で
、
そ
の
数
字
の
み
で
判
断
で
き
な
い
の

は
、
小
ネ
ギ
と
い
う
商
材
の
不
確
定
要
因
が
背

後
に
あ
る
。
小
ネ
ギ
が
関
東
に
普
及
し
た
の
は

昭
和
時
代
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
か

ら
存
在
し
た
は
ず
の
軟
白
し
た
長
ネ
ギ
の
食

習
慣
に
比
べ
た
ら
小
ネ
ギ
の
歴
史
は
短
い
。

【
背
景
】

　

東
京
市
場
で
の
小
ネ
ギ
の
歴
史
は
、
昭
和
50

年
代
前
半
に
、
青
く
細
い
辛
み
の
少
な
い
ネ
ギ

の
食
習
慣
が
な
か
っ
た
東
京
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
「
博
多
万
能
ね
ぎ
」
か
ら
始
ま
る
。
こ
の

ネ
ギ
が
仕
掛
け
た
販
売
戦
略
は
、
い
ま
や
農
業

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
教
科
書
に
な
っ
て
い
る

ほ
ど
で
、
50
年
代
後
半
に
は
、
水
耕
栽
培
を
含

む
小
ネ
ギ
産
地
が
各
地
に
急
増
し
た
。
平
成
に

入
っ
て
か
ら
も
、
先
駆
者
・
福
岡
の
シ
ェ
ア
は

5
割
以
上
を
キ
ー
プ
し
た
が
、
04
年
ご
ろ
に
は

地
場
産
地
の
千
葉
と
、
周
年
栽
培
の
高
知
、
大

分
、
静
岡
な
ど
が
成
長
し
て
く
る
。

【
今
後
の
対
応
】

　

19
年
は
福
岡
32
％
、
静
岡
20
％
、
大
分
14
％
、

千
葉
13
％
、
佐
賀
5
％
、
高
知
4
％
、
京
都
3

％
の
順
。
特
徴
は
、
主
産
地
・
福
岡
の
数
量
が

04
年
対
比
で
2
割
近
く
減
っ
た
。
高
齢
化
と
17

年
の
大
洪
水
に
よ
る
被
害
の
こ
と
だ
。
福
岡
の

栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
大
分
や
佐
賀
の
単
価

が
高
い
こ
と
、
高
知
は
小
ネ
ギ
・
レ
ー
ス
か
ら

“
降
り
た
”、
促
成
産
地
の
静
岡
が
確
実
に
2
位

に
つ
け
た
。
そ
し
て
、
3
％
と
少
な
い
が
京
都

か
ら
の
入
荷
が
今
後
の
方
向
性
を
示
す
。
小
ネ

ギ
の
香
り
・
辛
み
の
な
さ
が
京
都
か
ら
“
青
ネ

ギ
”
の
進
出
を
許
し
た
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
の
ニ
ラ
は
、
06
年
と
19

年
の
対
比
で
は
、
数
量
で
15
％
増
え
、

単
価
は
25
％
安
く
な
っ
た
。
軟
弱
な
葉

物
野
菜
の
通
例
ど
お
り
、
近
郊
産
地
か

ら
の
出
荷
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
、
主
産
地
栃
木

を
は
じ
め
、
関
東
産
だ
け
で
06
年
で
は
栃
木
36

％
な
ど
関
東
産
で
8
割
を
占
め
て
い
た
。
19
年

も
同
様
に
見
て
み
る
と
、
関
東
産
等
近
郊
産
地

か
ら
は
7
割
に
落
ち
、
夏
場
に
は
北
海
道
、
山

形
か
ら
、
冬
場
に
は
高
知
、
宮
崎
な
ど
西
南
暖

地
か
ら
も
入
荷
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

【
背
景
】

　

中
心
は
近
郊
産
地
だ
と
し
て
も
、
軟
弱
物
で

列
島
を
リ
レ
ー
出
荷
さ
れ
て
く
る
品
目
は
、
重

要
品
目
に
成
長
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か

も
、
入
荷
が
増
え
て
単
価
も
安
く
な
る
と
い
う

こ
と
は
、
遠
隔
産
地
で
も
意
図
的
に
生
産
振
興

し
て
い
る
こ
と
、
消
費
者
が
手
に
す
る
機
会
が

増
え
て
消
費
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
を
物
語

る
。
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
場
合
と
は
真
逆
の
現
象
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
周
年
栽
培
を
含
め
、
さ
ら
に

生
産
は
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。

期
待
品
目
で
あ
る
。

【
今
後
の
対
応
】

　

周
年
産
地
で
あ
る
栃
木
が
ニ
ラ
の
立
ち
位
置

を
決
め
た
。
規
模
拡
大
と
出
荷
の
一
元
化
、
さ

ら
に
重
要
な
点
は
年
間
を
通
じ
て
鮮
度
保
持
フ

ィ
ル
ム
（
P

－

プ
ラ
ス
）
包
装
で
出
荷
さ
れ
、

ニ
ラ
に
と
っ
て
の
大
敵
“
し
お
れ
”
を
排
除
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
東
京
市
場
に
は
入
荷
は

少
な
い
が
、
こ
の
栃
木
の
事
例
を
参
考
に
、
広

域
一
元
集
荷
・
販
売
体
制
に
よ
り
、
西
の
主
要

産
地
に
な
っ
た
大
分
の
事
例
も
あ
る
。
ニ
ラ
は

今
後
、
１
万
㌧
超
え
を
視
野
に
、
葉
物
野
菜
の

出
世
頭
に
な
る
だ
ろ
う
。

流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2008年数量 2019年数量
2008年単価 2019年単価

2008年　5,814t／898円
2019年　5,169t／836円
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11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2008年数量 2019年数量
2008年単価 2019年単価

2008年　8,499t／611円
2019年　9,781t／456円
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小ネギ
15
年
間
対
比
で
も
状
況
は
一
見
不
動
に
、

青
ネ
ギ
の
進
出
で
消
費
構
造
に
変
化
か

が
あ
る
。
そ
れ
は
「
葉
物
」
と
い
う
大
き
な
需
要
の
括
り
を

支
え
る
、
重
要
な
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
で
あ
り
、
用
途
別
で
は

欠
か
せ
な
い
も
の
や
、
代
替
が
利
く
品
目
、
新
し
く
登
場
し

て
は
消
え
て
い
く
品
目
群
も
含
ま
れ
る
。
と
く
に
葉
物
野
菜

は
大
型
野
菜
に
比
べ
生
育
期
間
が
短
く
て
済
む
た
め
、
や
り

直
し
や
蒔
き
直
し
が
で
き
る
身
軽
さ
が
武
器
で
あ
る
。


